
国民救援会･東三河支部の大会であいさつ 

日本国民救援会 東三河支部第３０回定期大会に出席。

来賓として、あいさつさせていただきました。 

弾圧事件、冤罪事件な

ど人権と民主主義を守る、

みなさんの活動に心より敬

意を表します。東三河支部

長さんは、３０年も務められ

ているとのことです。 

袴田事件の再審開始について、「日本共産党は連帯し、

再審妨害をなくすための法改正に取り組んでいきます。請

願が出る際には紹介議員になり、地方議会からもともに力を

合わせていきたい」と話しました。        しもおく奈歩 

 

県議会・１２月定例会開会 請願が続々！ 
――少数会派の発言制限の見直し･撤回求める請願も―― 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１２月１日から始まった県議会・１２月定例会に向けて、

様々な請願が出されました。しもおく奈歩県議は、ひとつひ

とつの声を受け止めて、紹介議員になっています。 

１１月２８日には、インボイス制度を考えるフリーランスの

会からの請願が２件寄せられ、懇談しました。 

一つは、「国に対し適格請求書等保存方式（インボイス

制度）について直ちに見直しを検討することを求める」請願

書、もう一つは、少数会派の発言制限について「愛知県議

会ルールの改定または撤廃を求める」請願書です。 

懇談では、インボイスについて『会』が行った実態調査

で、多くの業者から悲鳴のような声が寄せられたこと、大企

業にも影響が及び、誰も得しない制度ということが浮き彫り

になっています。 

ＳＮＳで質問制限知り制限提出へ 

愛知県議会の質問制限ルールの改訂・撤廃について、

「下奥さんのＳＮＳで知り、びっくりしました。少数派の声も

届く議会に。こういう問題を可視化させていきたい」という激

励が寄せられました。しもおく県議は、「声をあげてきたこと

が受け止められ、請願につながりました。なんて心強い“市

2023年１２月３日号 

民も怒ってるよ！”と示していただくことは力になります」と語

っています。もちろん、両方とも紹介議員になりました。 

請願締め切りは１２月５日(火)正午 

――愛知県議会１２月議会日程―― 

１２月１日 開会 

１２月５日 請願・陳情提出〆切（正午） 

１２月５日～７日 代表質問・一般質問 

１２月１１日〜１４日 各常任委員会 

１２月１３日（水） 教育・スポーツ委員会 

１２月２０日 閉会 


